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与党内の、発言が、自民党３００名余りに、対して 

わずか、３０名余りの、党員が、出しゃばりすぎ。 

態度が、大きい、自民党の、恥だ、選挙を優先、 

に考える、自民党の、情けない弱点だ。 -- 平成の化石 (2009-04-07 09:32:48)
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0 1 0 8 　小沢氏との「一・一ライン」復活？　市川氏、公明顧問に　 [朝日

]

　公明党は８日、政界を引退していた市川雄一元書記長（７４）を常任顧問に起用すると発表し

た。市川氏は、細川連立政権で新生党代表幹事だった小沢一郎・民主党幹事長と「一・一ライ

ン」と呼ばれる関係を築き、政局を主導した。公明党が民主党政権に近づくため「小沢シフト」

に転換したと憶測を呼んでいる。 

　山口那津男代表は市川氏起用について「現職時代の人脈を今もキープしている」と記者会見で

語り、小沢氏との関係を考慮したことを示唆。民主党との連携については「今のところそういう

ことを考えて人選したわけではない」と明言を避けた。 

　市川氏は２００３年に引退し、名誉顧問を退いた０５年以降は公の場から遠ざかっていた。１９

９３年の細川政権では小沢氏と連携し、９４年の新進党結成へ導いた。９７年の新進党解党で関

係は冷めたが、周辺によると、引退以降に再び親交を持つようになったという。 

　公明党は野党転落後、自民党と一線を画し、民主党には是々非々で対応している。鳩山由紀夫首

相には虚偽献金問題を理由に退陣を求める一方、同じく政治資金問題を抱える小沢氏の追及は手

控えてきた。小沢氏が政権の最高実力者となったとみて、現実的に対応しているとみられる。 

　夏の参院選の結果次第では民主党と連携する可能性も視野に入れる。党幹部は「小沢氏と話が



できる人がいない」と語り、小沢氏との関係強化のためと解説。支持母体の創価学会幹部も「参

院選後の選択肢は多くあった方がいい」と認める。（山田明宏） 

1 2 1 7 　天皇特例会見「政治利用ではない」　公明、日中友好重視　 [朝日

]

　公明党の山口那津男代表は１７日の記者会見で、鳩山内閣が天皇陛下と中国の習近平（シー・

チンピン）国家副主席との会見を慣行を破って実現させた問題について「政治利用とは判断し

ていない」と述べた。政権批判を強める自民党とは一線を画し、日中友好の立場を優先させた。 

　山口氏は天皇の国事行為に関する内閣の助言と承認について「政治利用という疑義が持たれる

ような判断は避けるべきだ」としつつ、今回の会見は「結果として日中の友好に資するもので、

ただちに政治利用という判断はしていない」と強調。「中国側も望み、陛下も最終的に受け入れ

て会われた」と述べた。 

　背景には、支持母体の創価学会と中国の親密な関係がある。創価学会の池田大作名誉会長は１９

６８年に「日中国交正常化提言」を発表。２００８年には中国の胡錦濤（フー・チンタオ）国家

主席と会談するなど、中国の指導者と交流を続けている。１５日に山口氏と会談した習氏も「池

田名誉会長にくれぐれもよろしくお伝え下さい。わざわざ手紙を頂き、詩を作って頂いた」と

語っていた。 

　創価学会や公明党は１０年間の自公連立時代にイラク戦争で米国を支持するなど「平和の党」

の看板が傷ついたという反省から、野党転落を機に自民党と距離を置こうとしている。民主党に

流れた保守層を取り戻そうと、天皇会見問題で強硬姿勢を強める自民党との距離が一層広がる可

能性もある。（岩尾真宏） 

0 9 0 8 　「月内にも自公連立を総括」　公明、山口新代表が就任　［朝

日］

2009年9月8日21時23分 

　公明党は８日の全国代表者会議で、太田昭宏代表（６３）の後任に山口那津男政調会長（５

７）を選出した。山口氏は就任あいさつで、今月中にも総選挙敗北と１０年間の自公連立を総括

する考えを表明。同党は１６日の首相指名で山口氏に投票して自公連立に終止符を打ち、独自路

線に転じる。 

　山口氏の任期は太田氏の残任期間の来年９月まで。北側一雄幹事長（５６）の後任は井上義久

副代表（６２）で、政調会長には斉藤鉄夫環境相（５７）を起用した。漆原良夫国会対策委員長

（６４）は留任。 



0 3 2 7 　週刊現代が逆転勝訴　公明党幹部の「メモ」持ち去り報道　 [朝

日 ]

2009年3月27日20時51分 

　公明党幹部だった元参院議員ら３人が、矢野絢也・元同党委員長の自宅から手帳を持ち去った

との「週刊現代」の記事で名誉を傷つけられたとして、損害賠償などを求めた訴訟の控訴審判決

が２７日、東京高裁であった。南敏文裁判長は３人が矢野氏を脅迫して手帳などを提出させた上、

自宅に上がり込んでほかの資料も捜したと認定。発行元の講談社などに計６６０万円の支払いを

命じた一審・東京地裁判決を取り消し、３人の請求を棄却した。３人は即日上告した。 

　また判決は、反訴した矢野氏側の請求を認め、持ち去った手帳などを矢野氏に引き渡し、プライ

バシー侵害の慰謝料として計３００万円を支払うよう３人に命じた。 

　訴えていた元幹部は、元参院議員の黒柳明氏と大川清幸氏、元衆院議員の伏木和雄氏の３人。創

価学会や同党に関する矢野氏の「極秘メモ」を持ち去ったとの同誌報道について「手帳を強奪

した事実はない」と主張していた。 

　判決は、３人が０５年５月、４回にわたり矢野氏の自宅を訪れ、要求を拒めば創価学会や公明党

員が危害を加える恐れがあると脅迫していたと指摘。矢野氏はやむなく手帳などを引き渡した

が、３人はさらに矢野氏宅の本棚や引き出しなどを開けたと認めた。 

　３人は代理人弁護士を通じて「全く真実を無視した信じられない不当な判決。勝訴まで断固戦

う」とのコメントを出した。 

　講談社は「記事の正当性を認めた極めて妥当な判決だ」とのコメントを出した。 

URL:http://www.asahi.com/national/update/0327/TKY200903270439.html 
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